性能評価申請図書
(木造耐力壁及びその倍率、枠組壁工法耐力壁及びその倍率)
申請する内容は以下のとおりです。この申請図書及びこの申請に関連して提出する資料の記載事項は、事実に相違ありません。
１．会社概要

	申請会社の概要
	会社名
	○×産業株式会社

	
	所在地
	〒103-0000　東京都中央区日本橋○○町＊―＊―＊＊　△△ビル＊階

	
	電話番号
	03-3***-****

	
	代表者名
	○×　太郎

	
	設立年月日
	　19**年**月**日

	
	従業員数
	　○○○　人

	申請仕様の製造工場
	工場名※1
	(会社名)　株式会社○×工業　　　　(工場名)　○×生産工場

	
	所在地
	□国内　　　　　　　　□海外(国名：　　　　　　　　　　　　　　　　　)

住所：　埼玉県◎◎市◎◎町＊－＊＊－＊＊

	
	電話番号
	　048-***-****

	
	認証等概要
	ISO9001認証、JIS・JAS認証（申請仕様以外でも可）の有無

□あり　認証日：　20**年**月**日　認証番号：******
認証概要：ISO9001　○○の設計・開発並びに製造 
□なし　　　　　　　　　　　　　　　　　※認証概要は認証書の写し添付も可

※記入ができない部分は空欄でも可


※1：複数の工場で生産する場合には、「３．技術資料(3)面材等の製造工場概要書」にてご説明下さい。
２．仕様に関する資料　　　・・・別添のとおり
　○件名

　○耐力壁の構造方法等に関する図書

　　・耐力壁に用いる面材等の名称

　　・面材等の概要

　　・耐力壁の施工仕様の概要

３．技術資料　　　・・・別紙のとおり
(1)設計施工要領書

　(2)耐久計画書

　(3)面材等の製造工場概要書
　(4)面材等の製造工程説明書

　(5)面材等の品質管理規定

４．その他担当者が指示した資料
これにより取得した個人情報は、性能評価事業の実施並びに性能評価、試験、システム審査、標準化、調査研究の事業に関する情報をお知らせするために使用し、第三者への開示を行わないなど個人情報保護法に則った適正な管理を行ってまいります。

別　添
※印は説明文書ですので、申請時には記載しないでください。

1. 件名
　（構造要素(面材、パネル又は筋かい等)の名称・厚さ等）／（構造要素の留め付け具名称）／

（留め付け間隔）／（その他の仕様）／（木造軸組耐力壁・枠組壁工法耐力壁）

2.構造の概要

※次の（１）の項目は、申請種別（面材・筋かい）に応じて、どちらか一方に記載してください。

※試験体の欄は、業務方法書に規定する試験体の条件を勘案の上、事前相談により決定しますので初回は空欄でも構いません。以下同じです。

（１）面材の概要　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	寸法

	幅
	○○○又は○○○（±○.○）
	

	
	高さ
	○○○○～○○○○（±○.○）
	

	
	厚さ
	○○～○○○（±○.○）
	

	面材
	種類
	　○○合板　ＪＡＳ規格品（等級　　）
※規格外品の場合には、密度、組成、含水率等、面材の物性を特定する情報を追記して下さい。
	

	
	幅
	○○○又は○○○（±○.○）
	

	
	高さ
	○○○○～○○○○（±○.○）
	

	
	厚さ
	○○～○○○（±○.○）
	


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。

（１）筋かいの概要　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	外形寸法
	幅
	○○○又は○○○（±○.○）
	

	
	高さ
	○○○○～○○○○（±○.○）
	

	
	厚さ
	○○～○○○（±○.○）
	

	材質
	名称
	○○○
	

	
	組成
	○○○　○○質量％

○○○　○○質量％
	


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。
※次の（２）の項目は、申請種別(軸組・枠組) に応じてどちらか一方に記載してください。

（２）軸組等の仕様（面材を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	土台
	建築基準法施行令第3章第3節木造に基づく

断面寸法105×105以上
	樹種　すぎ
寸法　105×105

	柱
	建築基準法施行令第3章第3節木造に基づく

断面寸法105×105以上
	樹種　すぎ
寸法　105×105

	桁（梁）
	建築基準法施行令第3章第3節木造に基づく

断面寸法105×105以上
	樹種　べいまつ
寸法　105×180

	間柱
	断面寸法○○×○○○以上
	樹種　すぎ
寸法　

	柱間隔 又は柱と間柱間隔 
	○○○、○○○○
	○○

	横架材間の内法寸法
	○○○○～○○○○
	○○○○


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。
（２）枠組材等の仕様（面材を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	頭つなぎ
	平成13年国土交通省告示第1540号並びに同1541号に基づく
寸法形式204及び206
	樹種　S-P-F
寸法形式　204

	枠材
	たて枠、上枠
	平成13年国土交通省告示第1540号並びに同1541号に基づく
寸法形式204及び206
	樹種　S-P-F 
寸法形式　204

	
	下枠
	平成13年国土交通省告示第1540号並びに同1541号に基づく
寸法形式204及び206
	樹種　S-P-F 
寸法形式　204

	
	たて枠間隔
	910、1000
	○○○

	
	上下枠材の内法寸法
	○○○○～○○○○
	○○○○


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。
※次の（２）の項目は、申請種別(軸組・枠組)に応じてどちらか一方に記載してください。

（軸組工法の場合）
（３）接合具の仕様　                             　　　　　　　　　　　　　   （単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	接合
	面材と軸組
	種　類：〇〇型ビス
間　隔：外周部間隔　〇〇以下
　　　　中通り間隔　〇〇以下
　　　　面材長辺から縁端距離　〇〇
　　　　面材短辺から縁端距離　〇〇
本数＊ ：面材外周部　
短手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下　〇〇本
　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下　〇〇本
面材外周部　長手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
面材中通り　長手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
	○○型ビス○○○
本数〇本

	軸組の仕口
	平成12年建設省告示第1460号に基づく
	


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。
注）本数は、申請範囲の幅および高さの最小および最大の範囲に対して、面材の長さに応じて算出される接合具の打ち付け総本数を記載ください。
（枠組壁工法の場合）
（３）接合具の仕様　                             　　　　　　　　　　　　　   （単位：mm）
	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	接合
	面材とたて枠、上枠及び下枠
	種　類：〇〇型ビス
間　隔：外周部間隔　〇〇以下
　　　　中通り間隔　〇〇以下
　　　　面材長辺から縁端距離　〇〇
　　　　面材短辺から縁端距離　〇〇
本数＊ ：面材外周部　
短手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下　〇〇本
　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下　〇〇本
面材外周部　長手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
面材中通り　長手方向長さ〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇以上〇〇〇〇以下〇〇本
	○○型ビス○○○
本数〇本


※注）申請仕様の１例です。御社の仕様に合わせて変更してください。
注）本数は、申請範囲の幅および高さの最小および最大の範囲に対して、面材の長さに応じて算出される接合具の打ち付け総本数を記載ください。
※JISにないねじ・くぎ等の留め付け具を用いる場合には、その詳細を明記（次ページ参照）してください。
（４）その他の仕様

　面材等の質量：　　○○kg

　試験条件：（□タイロッド式、□無載荷式、□載荷式）

· 通常の仕様の他に特別な仕様を採用している場合はここで説明して下さい。特に必要ない場合は「特になし」と記載して下さい。
	特殊な形状又はJISに適合しない留め付け具（ねじ・くぎ等）を使用する場合

①留め付け具の形状図

　→2点法による図面とし、形状の特定に必要な各種の寸法を特定してください。
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　くぎの形状図例（JISの図を引用）
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ねじの形状図例（JISの図を引用）

②留め付け具の寸法表

釘の場合：長さ、太さ、頭径、頭厚など。

ねじの場合：長さ、太さ、頭径、頭厚、山ピッチ、山高さ、ねじ穴形状など。

　→形状図にて示した寸法記号と対比するようにしてください。

③品質規格

　・物性（強度など）に関する品質規格を記載してください。

④材質

　JISに適合するものは、該当JIS番号を記載してください。

　JISに適合しない材質の場合には、以下の事項を特定してください。

　　・一般名称

　　・化学成分

　　・表面処理

上記のほか、物性に関する裏付け資料をご提出下さい。
　・JIS以外の材料の場合：メーカー発行の物性表

　・表面処理をした場合：耐食性試験結果（JIS Z2371 塩水噴霧500時間程度)




（５）製品図
　構造説明図を図１～図○に示す。
※姿図、正面図、平面図、側面図、断面詳細図等で申請仕様の構造を説明してください。なお、図面には部材の呼び方、寸法、材質（ＪＩＳ番号を併記）、接合具（くぎ、ビス、金物）の取り付け方法（種類、本数、間隔）を記入してください。

※全てのバリエーション（例：高さ、幅、接合具の種類など）について記載してください。



３．耐力壁の適用範囲

※次の項目は、申請種別(軸組・枠組)に応じてどちらか一方に記載してください。

・適用範囲ついては、設置位置、他壁との併用などを記載してください。
・設置場所が限定される場合、外周壁の防水紙等の条件がある場合には下記を参考に記載してください。耐久性を考えた場合、防水紙を設置することで環境条件が緩和されます。

・設置方法等により他の耐力壁を併用できない場合、又は単独で5倍の評価を得た場合、他壁との併用の表記は削除となります。
（木造軸組の場合の例）

（１）当該面材を取り付けた耐力壁の適用範囲は、建築基準法施行令第40条から第49条（ただし、第48条第2項は除く。）に準拠した木造軸組とする。

（２）当該耐力壁は、外周壁及び内部壁に用いるものとし、外周壁に用いる場合、防水紙等の材料で被覆するものとする。
（３）当該耐力壁を建築基準法施行令第46条第4項表1に定める軸組又は昭和56年建設省告示第1100号に定める軸組と併用する場合は、5を限度として両者の倍率を加算できるものとする。

（枠組み壁の場合の例）

（１）当該面材を取り付けた耐力壁の適用範囲は、平成13年国土交通省告示第1540号及び第1541号に準拠した耐力壁とする。

（２）当該耐力壁は、外周壁の屋外側下地材及び内部壁の下地材に用いるものとし、外周壁の屋外側下地材として用いる場合、防水紙等の材料で被覆するものとする。
（３）当該耐力壁を平成13年国土交通省告示第1541号第一第五号表1-2に掲げる耐力壁又は建築基準法施行規則第8条の3により国土交通大臣の認定を受けた耐力壁を併用する場合は、5を限度として両者の倍率を加算できるものとする。

４．耐力壁等の施工仕様の概要

※記載いただく施工手順は、現場にて行う事項に限られます。施工手順は図面等を併記していただきますと、よりわかり易くなります。記載いただく事項は次の事項です。
   1) 面材等（パネル）の配置・クリアランスなど

   2) 留め付け方法（接合具の種類、間隔）

   3) くぎ等の打ち方（手打ち、機械打ち）

※次の（1）の項目は、申請種別(軸組・枠組)に応じてどちらか一方に記載してください。

（１）軸組等施工仕様概要

・（構成材料の寸法要件　等）

・（材の欠き込み条件　等）

（１）枠組等施工仕様概要

・（構成材料の寸法要件　等）

・（材の欠き込み条件　等）

（２）面材等の施工手順

面材等を実際に施工する手順に沿って詳細に記載してください。また、施工手順に沿った図面（施工の説明図）も示してください。注意が必要な箇所（縁端距離、留め付け間隔の確保方法など）は詳細に記載してください。

例：

　　①○○○○

・・・・・・・

　　　↓

②○○○○

　　・・・・・・・

　↓

③

・

・

・

（３）その他の施工仕様
※上記以外に特別な仕様を用いる場合はここで説明して下さい。特にない場合は「特になし」と記載して下さい。

（４）面材の割付
　面材の割付例を図○に示す。

（注）接合具の取り付け間隔の許容差を記載して下さい。
図 ○　　面材の割り付け

（５）施工図
　施工図を図○～図○に示す。


図 ○　　施工図
	参考：性能評価の過程について

　壁倍率の性能評価では、業務方法書に従い面内せん断試験を行い、次の過程を経て倍率を算定します。
(1) 短期基準せん断耐力の算定
  短期基準せん断耐力(Ｐ0)を業務方法書５．２の規定により、○○ｋＮとした。

(2) 耐力低下の要因を評価する係数（α）の算定
　耐力低下の要因を評価する係数（α）は、耐久性、使用環境の影響、面材の施工性の影響及び壁量計算の前提条件を満たさない場合の影響を考慮することとし、以下の通り決定した。

　①耐久性及び使用環境の影響に関する低減係数（α１）

　　→耐久計画書の内容、材料の耐久性などを勘案して係数を算定します。

　②面材の施工性の影響に関する低減係数（α２）

　　→面材の施工性を勘案して係数を算定します。
　③壁量計算による場合の調整係数（α３）
　　→例示の壁との重さ等を比較検討して係数を算定します。

(3) 短期許容せん断耐力の算定
　上記の短期基準せん断耐力（Ｐ0）及び耐力低下の要因を評価する係数（α）を用い、短期許容せん断耐力を方法書の（７）式により算出すると、○○ｋＮとなる。

(4) 試験体と申請仕様の違いによる影響
　試験体と寸法違いの仕様がある場合に、倍率への影響について比較試験等により検討します。

(5) 倍率の算定
　方法書の（８）式により倍率は○.○○となるが業務方法書５．４により倍率を○.○とした。


別紙

技術資料

（１）設計施工要領書

※耐力壁の施工仕様の概要にて記載された内容を補足する事項があれば記載してください。
　特にない場合は「特になし」と記載して下さい。

例：

1)施工管理規定
（施工フローに従って、管理項目、管理周期、管理方法、管理基準などを記載する）

2)工場生産における品質管理体制

・材料受け入れ（種類、寸法、含水率、密度など）

・製造工程（直角度、外観、寸法など）

　3)施工現場における品質管理体制

・搬入された製品（寸法、数量）

・建て込み（配置場所、クリアランス）

・垂直度

・留め付け方

4)施工教育体制

・技術講習会、又は勉強会

・施工指導

・その他の指導
（２）耐久計画書

※耐力壁に影響する劣化要因等に対する耐久性の検討及び対策について取りまとめをした資料を作成してください。
（一例を示します）
1.設計上配慮されている事項

1) 基礎への配慮

（配慮をしている事項を記載）
2) 換気口への配慮
（配慮をしている事項を記載）
3) 浴室、洗面所、台所への配慮
（配慮をしている事項を記載）
4) その他、設計上配慮している事項
2.工法上配慮されている事項

（通気工法などの工法上配慮している事項を記載）

3.材料上配慮されている事項
※JIS/JAS製品でない場合は、物性について確認した試験成績書が必要となる場合もあります。

1) 面材・枠材・その他の材料

例：使用する材料がJIS又はJAS製品であること。

2) 接合具の防錆処理
　(防錆処理に関する事項を記載)
3) その他、材料上配慮している事項
4.施工上配慮されている事項
　例：
1) 防腐・防蟻措置

2) 外壁の防水対策

3) その他、施工上配慮されている事項
5.維持管理上配慮されている事項

例：維持管理計画案に基づき定期的に保守・点検を行い、耐久性に影響する可能性のある現象の早期発見を喚起する。
6.考慮した劣化要因及び耐久性検討結果
例：
	部位
	使用材料
	劣化要因・現象
	対策

	面材
	構造用合板

	経年変化
水(屋外からの侵入・結露)
熱(壁内温度上昇)
白蟻
	耐久性の高い合板を使用、防腐・防蟻工事

適切な防水処理、通気工法

通気工法

防腐・防蟻工事


7.耐久性検討結果

例：

1) 面材、枠材及び接合具の耐久性試験（常態と乾湿繰り返し後の耐力比較など）

2) 実大家屋の耐久性試験・結露状況確認試験

3) 実態調査

　
8.維持管理計画
　※ハウスメーカーでは、建物全般の規定を取りそろえていることと思いますが、ここでは、耐力壁の耐久性に係わるものだけに限定します。

　　　 保守計画（例）
	保守項目
	  点検周期
	    保守点検手法の概要

	　　外壁
	２～３年
	汚れ、亀裂、はく離を点検

	
	
	


       修繕計画（例）　　　

	修繕項目
	修繕周期
	修繕手法の概要

	外壁
	１５～２０年
	全面補修　


9.施工実績
　　これまでの施工実績

（３）面材等の製造工場概要書

· 性能評価申請図書の表紙１．にて記載した事項を補足する事項について記載をお願いします。

· 複数の工場で製造する場合には、下記の様式に適宜記入をお願いします。

記載できる範囲で構いません。

	工場名※1
	(会社名)　株式会社○×工業　　　　(工場名)　○×生産工場

	所在地
	□国内　　　　　　　　□海外(国名：　　　　　　　　　　　　　　　　　)

住所：　埼玉県◎◎市◎◎町＊－＊＊－＊＊

	電話番号
	　048-***-****

	認証等概要
	ISO9001認証、JIS・JAS認証（申請仕様以外でも可）の有無

□あり　認証日：　20**年**月**日　認証番号：******
認証概要：ISO9001　○○の設計・開発並びに製造 

□なし　　　　　　　　　　　　　　　　　※認証概要は認証書の写し添付も可

※記入ができない部分は空欄でも可


添付図書
※会社案内パンフレットの写しでの代用でも構いません。

・敷地図

· 主要設備（製造設備、検査設備）一覧

　 ・工場内組織図
　 ・製品カタログ（申請する製品のもの）
（４）面材等の製造工程説明書
※面材等の製造工程について、フローチャート等を用いて記載してください。

例：

　1) 製造工程図（フローチャート）又は説明図等による工程説明書
2) 面材等(パネル)の工程と下請け業者の係わり方

（５）面材等の品質管理規定

※面材の品質管理について下記の事項を定めた規定の名称について、一覧表等にまとめてください。
　・材料受け入れ
　・加工工程
　・製品検査
　・保管
　・運搬など

（６）面材の性能

※面材を外装材として用いる場合、試験により面材の耐力上支障がないことを確認してください。

・耐曲げ性能

　面外曲げ試験結果により、風圧力に対して最も不利な割り付け方において、設計用風圧力相当の面外力を加えた場合に十分な安全性（耐力及び剛性）を有することを確認した内容を添付してください。

・耐衝撃性能

　　落垂式衝撃試験結果より、衝撃に対して安全性を有することを確認した内容を添付してください。
（７）性能を確認した試験報告書

※添付する報告書は公的試験機関等の第三者試験機関のものとし、以下の内容が必ず記載されたものとしてください。下記によりがたい場合には、ご相談下さい。

① 試験機関名及び試験担当者名
② 試験の期間
③ 試験体の概要
　 1) 構成材（面材、枠材、樹種、断面寸法）
　 2) 木材の含水率
　 3) 試験体の形状及び寸法（図面）
④ 試験方法の概要
　 1) 使用した試験機及びその性能
　 2) 加力方法
⑤ 試験結果
　 1）一覧表

　 2) 荷重変位曲線及び包絡線
　 3) 破壊性状、その状況写真

⑥ 試験機の校正証明書
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図面は、A4縦書き・鮮明なもので、モノクロ印刷でも判別可能なものとしてください。前記の仕様の内容と構造説明図は整合をはかるよう記載としてください。
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